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私たちは国家社会主義者になる 
 

セップ892 
 

この記事は、イタリア人のコワー

カーによって書かれたものです。 

  

   もし今日、私が真の国家社会主義

者になった正確な瞬間はいつか、と

聞かれたら、きっと困惑するだろ

う。  その答えは、「答えようがな

い」ということだ。  20世紀から21

世紀にかけて国家社会主義者になる

ということは、通常、一夜にしてで

きることではありません。  単純に

言えばそうだ。  もっと言えば、複

雑だ。 

   短い世紀」の後半に生まれた私た

ち白人の一人ひとりが、二つの原罪

を背負ってこの世に生を受けた。  
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一つは聖書の伝統によって誰もが負っているもの、もう一つは白人だけに

負わされたもの、つまり白人であるという罪である。  

   私たちが生まれながらにして持ち、人生の最も早い時期から慣れ親しん

できた「恥」は、あらゆる社会的相互作用において私たちの人生を方向付

け、条件付け、そして私たちの教育の中心的核心をなしている。  私たち

は、白人は悪者であり、自分たちの文化的遺産を誇りに思うことは間違っ

ており、馬鹿げていると教えられ、国家社会主義は最悪のイデオロギーで

あり、政治的ビジョンであると教えられる。  私たちは、その言葉そのも

のを恐れるようになる。  

   では、なぜこれほど効果的な洗脳で羞恥に抵抗し、国家社会主義者にな

る人が多いのか？  その違いは何なのでしょうか？  私たちが自分たちの権

利のために立ち上がろうと決心するのは、どんなときなのでしょうか。 

   もちろん、国家社会主義者にはそれぞれの物語がありますが、あえて言

うなら、私たち全員が途中で辛い目に遭ったということでしょう。  最

近、国家社会主義者になるのは難しい。私自身は、苦労することは勝利の

ための最良の訓練だと思っているが、それでも多くの優秀な人々が我々の

仲間に加わるのを阻んでいるのだ。  

   これは、感動の物語です。 

   繰り返すが、もし私が「後戻りできなくなった瞬間は」と問われたら、

おそらくリーフェンシュタールの傑作映画「意志の勝利」を見た日と答え

るだろう。  その最後のシーンが、1934年9月8日、ニュルンベルクで開か

れた第6回国家社会党大会の閉会式で、アドルフ・ヒトラーが行った有名

な演説である。  この演説が、NSへの道を歩む人に与えるインパクトは、

文字で書き起こしたのでは、とても伝えきれないが、いくつかの印象を書

き留めておこう。 

  

   「第六回党大会が終了します。  我々の隊列の外にいる何百万人ものド
イツ人が、単に政治的権力の堂々たる展示会と評価したかもしれないが、

何十万人もの闘士にとっては、それ以上に、古い闘士と戦友の個人的、政

治的、精神的な大集会であったのである。そしておそらく、この党の軍隊

の堂々たる閲兵式の壮大な力強さにもかかわらず、彼らの多くは、国家社

会主義者でいることが困難だった時代に、切実に思いを馳せていたことだ



ろう。" 
  

   聞き覚えのある言葉でしょう？  国家社会主義者であることが困難な時

代です。  ここで総統の声に感情がこもっていても不思議ではありませ

ん。  同じ闘争の繰り返しなのですね？  

  

    それは、真にイデオロギー的な政党でありたいということと、妥協する
ことなくドイツにおける唯一かつ絶対的な権力を求めるということであっ
た。 

   われわれは、党として少数派であり続けなければならなかった。なぜな

ら、われわれは、国民の中で最も貴重な闘争と犠牲の要素を動員したが、

彼らは決して多数派ではなく、常に少数派であったからである。  そし
て、ドイツ国民の最良の人種的構成要素は、誇り高く自己を確立し、勇気
をもって、大胆に、帝国と人民のリーダーシップを要求したので、人民
は、これまで以上に多く、そのリーダーシップに従い、それに従属するこ
とになった。 

   ドイツ国民は、永遠の見かけ倒しの飛行が、今や一つの安定した極に

取って代わられたことを幸福に感じている。この極は、非常に優れたドイ
ツの血を代表していると感じ、国家の指導者に上り詰め、この指導者を維

持し、行使し、二度と手放さないと決意しているのである。  本当に積極

的な闘士となるのは、常にある国民の一部だけであり、彼らには、他の何

百万もの国民よりも多くのことが要求される。  彼らには、単に「信じま
す」と言うだけでは不十分で、「私は戦います！」と誓うのです。" 
  

   そうなんです。  あのワンセグに出なければと思ったのは、まさにその

瞬間だったとも言える。そこから私の戦いが始まったのです。 

  

   党は、いかなる時も、ドイツ国民の指導的貯蔵庫であり、その教えにお

いて不変であり、その組織において鋼鉄のように硬く、その戦術において

柔軟で適応性があり、その全体的な姿において、民族精神の現れであろ

う。  繰り返すが、すべてのまともなドイツ人は、国家社会主義者になら

なければならない。  優秀な国家社会主義者だけが党員になる。 

   かつて、私たちの反対者たちは、禁止と迫害を通じて、私たちの運動に



定着し始めた軽い籾殻が定期的に浄化されるように見守っていました。  

今、われわれは自ら選択性を実践し、腐ったもの、したがってわれわれの

種族でないことが証明されたものを追放しなければならない。  この国家
と帝国が今後数千年にわたり存続することが、私たちの願いであり意図で

す。  私たちは、未来が完全に私たちのものであることを知ることで、喜
びを感じることができます。 

   古い世代がまだ揺らいでいるかもしれないところ、若者はわれわれに誓
い、身も心もわれわれに捧げられている。  われわれ全員の共同の努力に
よって、党の中で国家社会主義の究極の本質と理念を実現する場合にの
み、それは永久に、そして不滅に、ドイツ国民とドイツ民族の所有物とな
るのである。  そのとき、わが国の古くからの誇り高き軍隊の華麗で輝か
しい軍隊は、それに劣らぬ伝統に裏付けられた党の指導部に加わり、この

二つの施設がともにドイツ国民を形成し、強固にし、ドイツ国家とドイツ

帝国をその肩に担ぐことになるのです。 

   この時間、何万人もの党員同志が町を去り始めています。  ある者はま
だ思い出に浸っているが、ある者は次の点呼の準備をしている。常に人々
は行き来し、常に新たに心をとらえ、喜び、鼓舞される。思想と運動はわ
が民族の生命の表現であり、したがって永遠のシンボルである。 

   国家社会主義運動万歳。ドイツ万歳! 

  

   私たちは同じ戦いを繰り返しているように感じませんか？  正しい世界

秩序への道を示してくれた英雄たちを身近に感じられることを誇りに思う

べきでしょうか。ひとつ確かなことは、道はまだ続いており、見失わない

ようにするのは私たち次第だということです。 



フレッドのオデッセイ 
 

第2部 
  

私の新しい家 
 

ラッキーでした! 
 

新居も悪くなかった。  
 

窓がないのはともかくとして。(テレビやインターネットがないのは確か

に寂しかったが）。 
 

スタッフは礼儀正しく、プロフェッショナルであった。身体的に魅力的な

人たち。特に女性陣! 
 

料理はおいしかった。農家の奥さんとドイツ料理が混ざったような料理。

たくさんの肉と庭の新鮮な野菜。自家製のパンやクッキーもありました。 
 

犬や猫などの動物がホールを歩き回っていた。"特別なセキュリティ" 
 

私たちを引き留めようとしたのか？それとも他の誰かを締め出そうとして

いたのか？ 
 

時々、ヘルガが老人を "Eintritt verboten!"と書かれたドアまで案内してい

るのを見た。彼らは何時間も姿を消した。  
 

噂では、老人が町を訪れることは許されていた。ただし、付き添い付き

で。理由はわからない。おそらく彼は老衰していたのだろう。時々、ふら

ふらと道に迷うこともあった。 
 

実は、ヘルガと長い時間を過ごすことができた彼を、私は少し羨ましく

思っていた。でも、この絶好のチャンスを生かすには、彼は明らかに年を



取りすぎていた。 
 

他にも "Ausgang "と書かれた出口があった。これらの地下トンネルは、

大草原に散在する未使用のアウトハウスを装った小さな建物に通じていま

した。 




